
高品質SEO記事制作代行
Machibun SEO Writer
社内に書く人がいなくても、業界を理解した記事を届けます。
調査から入稿まで代行 / 品質基準 / 業界理解
街中文学
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書く人がいなくても、高品質な記事を増やせる
御社が用意するのは、記事テーマと自社の情報。調査・執筆・確認・納品はまとめて代行します。
御社から共有：記事テーマ・自社の情報
Machibun SEO Writer：調査・執筆・確認・納品をまとめて代行
検索市場を調査 / 御社と業界を理解 / 合格するまで修正
納品：公開できる品質の記事。CMS入稿・公開前保存・Word
社内の手間を減らす：担当者は書く作業ではなく、判断に集中
品質を安定させる：毎回同じ基準で確認し、合格記事だけ納品
記事ごとに理解が深まる：御社と業界の知識を次の記事にも活用
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記事は必要。でも、作る人も時間も足りない
少人数のチームでは、どの作り方を選んでも別の負担が生まれます。
社内で書く：本業の合間に書くため更新が止まりやすい。担当者の時間が足りない。
外部ライターに頼む：業界の説明や修正に手間がかかり、経験者ほど費用も上がる。手間と費用が重い。
一般的なAIで作る：速い一方で、内容の浅さや事実の間違いが不安。そのまま公開しにくい。
必要なのは、社内の手間を抑えながら、安心して公開できる記事を作る方法。
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企画から入稿まで、記事制作を丸ごと代行
文章を書く作業だけでなく、公開前に必要な工程をまとめて引き受けます。
01 調べる：検索データ・競合・読者、業界のルール・自社情報
02 設計する：記事の目的と構成、独自情報を使う場所
03 書く：章ごとの初稿と編集、導入・まとめ・タイトル
04 確かめて納品：事実確認・品質採点、CMS入稿・Word納品
御社にお願いすること：記事テーマと目的を伝える、自社の情報を確認する、構成と納品前の原稿を確認する
担当者は、書く作業ではなく判断と確認に集中できます。
専任ライターを採用しなくても、記事制作を続けられます。
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コストを抑えても、品質を下げない3つの仕組み
AIは安く書くためだけでなく、経験豊富なライターの仕事を毎回やり切るために使います。
01 妥協しない品質ゲート：決めた基準を下げず、合格するまで修正する。品質を毎回安定させる。
02 御社と業界を深く理解：自社情報・業界のルール・読者の悩みまで使う。一般論ではない記事にする。
03 自動化で人件費を抑える：調査・執筆・確認を自動で止まらず進める。低コストで全力を続ける。
経験豊富なライターに必要だった仕事を、仕組みとして提供します。
05



知識を読み込み、品質に合格してから納品
社内外の情報を工程ごとに接続し、不合格なら執筆へ戻して品質を上げます。
外部・社内から集める情報：検索データ、競合記事、御社の情報、業界ルール・用語
02 知識を統合する：御社、業界、検索市場。記事ごとに知識を追加
03 構成を承認：御社が構成を確認。情報の配置・読者の流れ
04 章ごとに執筆：初稿から編集・前後を確認
05 事実を確認：公的機関・公式サイトを参照。数字・制度・読みやすさ
品質承認ゲート：90点以上、必須5項目、重大な問題0件
不合格：執筆へ戻して修正・再評価、最大5回
合格：CMS・Word納品
複数の情報源と確認者をつなぎ、合格するまで改善を続ける制作システム
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社内制作や一般AIより、手間と品質を両立
人手を増やさずに、業界理解と品質確認まで含めて任せられる方法です。
比べる点 / 社内で制作 / 一般的なAI / Machibunに依頼
社内の手間：大きい / 指示・修正が必要 / テーマ共有と確認が中心
業界理解：担当者は詳しい / 入力した情報だけ / 自社情報と業界資料を蓄積
品質の安定：担当者の経験による / ばらつきやすい / 合格基準で毎回確認
事実確認：社内で対応 / 自己確認になりやすい / 元の情報を3段階で確認
納品まで：入稿も社内で対応 / 文章だけ / CMS・Wordまで対応
コスト：人件費がかかる / 安いが修正工数も発生 / 自動化で人件費を抑える
07



御社の主な対応は、テーマ共有と確認だけ
調査・執筆・チェックはMachibun側で進め、必要な場面で確認をお願いします。
御社にお願いすること：相談・テーマ共有、自社情報・構成の確認、納品前の確認
Machibunが進めること：検索市場を調査、御社・業界を理解、構成を設計、章ごとに執筆、事実を確認、品質を採点・修正
専任のライターがいなくても、担当者は大事な判断に集中できます。
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御社と業界を理解し、専門家のように書く
商品・制度・業界用語・読者の悩みを整理し、検索結果をまとめただけの記事にしません。
御社の経験と業界のルールまで理解する
正式な商品名・業界用語
制度・ルール・使わない表現
読者がつまずくポイント
信頼できる情報源
対象サイトを確認してから、その会社の情報だけを使う
他社の情報が混ざらないよう、記事ごとに使ってよい情報を先に確認します。
記事を作るたびに知識を追加
次の記事では、より御社らしい内容になる。
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一気に書かないから、話が浅くならない
構成を先に決め、1章ずつ仕上げる。
御社の情報をどの章で使うかまで決め、構成を確認してから本文を書きます。
01 構成と独自情報の配置を承認：読者の流れと、自社情報をどこで使うかを人が確認。
02 1章ずつ初稿から編集：前の章とのつながりを見て、順番に質を上げる。
03 最初と最後を整える：導入文・まとめ・12案のタイトルまで仕上げる。
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公開前に、数字や制度を3段階で確認
数字・URL・会社名・制度・法律を、公的機関や公式サイトなど元の情報で確認します。
01 元の情報を確認：数字、URL、会社名、制度、法律を公式情報と照らし合わせる
02 内容責任者が確認：話の筋、解釈、読者に正しく伝わるかを確認
03 読みやすさを確認：AIらしい言い回し、長すぎる文、不自然な表現を直す
修正済み または 修正しない＋理由
未解決0件で、次へ
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基準を下げず、合格した記事だけを納品
検索順位の予測ではなく、安心して渡せる記事かを判断するための品質チェックです。
90点以上 / 100点満点で評価
必須5項目 / すべて合格
重大な問題0件 / 見逃しなし
必ず満たす5項目：本文5,000字以上、同じ語尾を3回続けない、自社ならではの情報、読者の疑問に答える、導入文の型
ルールを自動チェック → 別のAIが100点満点で採点 → 不合格なら直して再採点
最大5回
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まずは1キーワードから、記事制作をお任せください。
書く人がいない、AIの品質が不安という段階からご相談いただけます。
こんな方に向いています：社内に記事を書く人がいない、業界を理解した記事がほしい、品質を落とさずコストを抑えたい
CMS入稿 / 公開前保存 / Word納品
記事制作について相談する
お問い合わせフォームへ
https://machibun.co.jp/contact/
このサービスは制作手順と納品する記事の品質を管理します。検索順位や売上を保証するものではありません。
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